第16回日本病理学会カンファレンス

平成31年8月2日（金），3日（土）

ポスター抄録登録用紙

	発表者氏名：
	

	　所　属：
	

	　住　所：
	

	　E-mail: 
	

	抄録タイトル  

演者（発表演者に下線）
所属
抄録本文



抄録記載例
	発表者氏名：
	北海　兎子

	　所　属：
	北海道大学大学院　病理学教室

	　住　所：
	〒060-8638　北海道札幌市北区北15条西7丁目

	　E-mail: 
	rabbit@med.hokudai.ac.jp

	抄録タイトル  (日本語か英語）

北海道における病理研究の夜明け
演者（発表演者に下線）
北海　兎子１、市川　厚介１、山極　勝己１、クラーク 大志２
所属
１北海道大学大学院　病理学教室、２クラーク大学病院　病理診断科
抄録本文（日本語か英語）
北海道大学の総合博物館には、北海道大学が誇るべき幻のノーベル賞級病理学標本が展示されています。それは20世紀初頭、山極勝三郎教授（東京帝大）とともにウサギの耳にコールタールを塗り続けることによって癌を人工的に作ること（人工癌）に世界で初めて成功した、後の北海道帝大学獣医病理学教授・市川厚一先生によるウサギの耳の人工発癌実験標本です。この研究は、かつて1925年から4度ノーベル生理学・医学賞候補に推薦されました（当時の国際状況のため受賞はならず）。この病理標本の横には、当時の実験に用いられたドイツ製の顕微鏡（超高価でした）やドイツ語で発表された人工発癌に関する研究論文などが展示されています。



☞　抄録本文は600字程度におまとめ下さい

☞　発表演者名には下線をおつけ下さい

☞　複数所属の記載法はサンプルを参照願います
演題募集締切：平成31年6月7日（金）

申込先　《事務局》
第16回日本病理学会カンファレンス事務局
（北海道大学大学院医学研究院　腫瘍病理学教室）

＊先に参加登録を行ってください。演題発表予定者には抄録登録用のアドレスをお送りします。
